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所 在 地

第 00387 号

豊田ローター式オープンエンド精紡機BD200型

愛知県名古屋市

トヨタ産業技術記念館

株式会社豊田自動織機

株式会社豊田自動織機製作所（現 株式会社豊田自動織機）

1969年

1967年
（チェコスロバキア国立綿業研究所(V.U.B.)が世界最大の繊維機械見本市(ITMA)に出展）

本資料は、1967年にチェコスロバキアから発表された原型を、技術提携下で豊田自動織機製作
所（現 豊田自動織機）と大和紡績らが短期間に協働で改良し、当時世界から注目を浴びた
ローター式オープンエンド精紡機である。この精紡機はすでにできた糸端に次々に繊維を供給
しながら加撚する革新紡績機で、粗紡工程が不要なローター式はその先駆けであり、従来のリ
ング紡績機の約3倍もの回転数により生産性が飛躍的に向上した。革新的な技術をいち早く取
り入れ、広く普及させたという点で紡績技術史上、極めて重要である。

公開




